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皆既月食 20250908

３年ぶりの皆既月食である。そして新しい住処に移って初の皆既月食の観察というこ

とになる。

今回は、夜半に始まって早朝に終わるというタイトなスケジュールではあるが、一晩

中外に出ていても苦にならない季節である。

前の住処は南が大きく開けた場所だったが、新しい住処は道路を挟んでいるとはいえ、

真南に２階建ての建屋があり、観察できるか心配であった。

そこで２日前から夜間に目が覚めるごとに月の位置を確認し、当日の月の位置を確認

しておいた。幸い、全ての時間帯において月が見えることを確認できた。

当日は３食のタイミングを早め、夕方６時に就寝した。そして０時半に起きて観察準備

をはじめた。

今回の機材はマイクロフォーサーズのカメラ２台で、１台は広角でインターバル撮影

で月の動きを、もう１台はフィルム時代の望遠レンズをつけた撮影を行った。

露出は、マニュアルでISOやシャッタースピード、絞りを変更しながら撮影したが、
徐々に暗くなっていくので調整が難しい。とくに皆既前後はわずかに光っている部分に

露出を合わせるか、赤黒く見え始めた影の部分に合わせるかで、写りが大きく変わって

しまう。以下は望遠レンズで撮影した写真の中央部を切り出したものである。

機材

Lumix DMC-GX7 + VARIO PZ14-42mm/F3.5-5.6
Lumix DMC-G6 + (変換アダプタ）+ SMC Pentax-A 200mm F4
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阪急バス hanica通勤定期券の

ルール変更２点 202509

この９月から以下の２点に変更がある。

１．乗り越しの際の料金を差額収受に

２．環境おでかけ割制度、本人は対象外に

１．について

これまで乗り越しの際は、乗り越した区間を別途支払う必要があった。これが乗車区

間の料金と定期券料金の差額を支払うこととなった。

例を挙げると私事だが、職場からの帰路、最寄りの停留所を乗り過ごしてしまうと、

たった一つの停留所でも初乗りの２４０円が必要であった。これからは差額の１０円だ

け支払えば良いようになる。

実はこれまで、居眠りによる乗り越しが不安だったので一区間分（１０円）だけ高い

定期券を購入していた。もちろん職場からの支給は正規料金分だけなので、年にすると

6000円くらい高い定期代を払っていたので、これはありがたいルール変更である。

２．について

神システム「環境おでかけ割」が独り身には使えなくなってしまった。

これまで土日祝日は、どんなに長距離を乗っても一人あたり１００円を払えばよかっ

た。９月以降は、割引対象は同行の家族のみとなり、本人は定期料金＋超過分の差額を

支払うようになった。

まぁ今はけっこう長距離の定期を持っているし、長距離路線はほぼ乗り尽くしたので、

たいした影響はないかな。

九州満喫切符の旅 【旅程のみ】
7/30～8/4 九州満喫切符とＪＲ西日本全線フリーパスを組み合わせた撮影旅行

広島と富山の旅 【旅程のみ】
8/18～8/19 ＪＲ西日本全線フリーパスを利用した日帰り撮影旅行
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